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最初に本書の出版された背景について考えてみたい。特発性心第症は， 我が盟
でも原題または関連の不明な心筋疾患として， 厚生省が特定疾患に指定し調査研
究瑳が発足したのが1974年である。そのさい病型の分類に関しては，英国の Goo-
dwinの臨床病型による分類に従っている。すなわち， (1) うつ血型心筋症， (2) 
閉塞性肥大聖心筋症， (3)非閉塞性肥大型心慈症である。本書では，肥大型心筋
症として (2)と (3)を論じている。定義にもあるように， 肥大型心第症辻原因
不明の疾患で，おそらく病菌，講態も多岐にわたるものと考えられている。本書
の編者である Kaltenbach(Goethe大学〉と Epstein(NI司〉が述べているよう
に， 1958年に Teareが肥大型心筋症の病理所見を最初に発表してから，近年問
モード心エコー罰法および2ディメンジョンの心エコー図法が肥大型心筋症の研
究に導入されて， この疾患に関する病態生理ならびに臨床上の知見が急速に進展
した。疾患の本質はともかくとして， これらの成讃から記大型心第症の治察法の
進歩がみられた。すなわち，内科的には Fブロッカーの使用と，左室流出路間塞
に対する心室中編心筋現関術あるいは心第切捺徳の外科的療法である。 これらの
治疲法は， sE大型心第症の症状改善に大きな役裂を果してはいるが， 現在最も問
題になっている点は， ß プロッカ-~こよる治療を受けている奉者， あるいは左室
流出路開塞に対する外科手術を受けた患者にも，依然として急死が生じることで
ある。肥大型心第症に対する戸プロッカー治療の有効性にも限度があ予，外科治
療も適応に限界があるとすれば， 新しい治療薬を研究することが寵床上重要にな
る。
本書の副題に， Ca捨試薬の治療上の役割とあることからも分るように Flec-
kensteinによって定義された Ca括抗薬を肥大型心第症の治擦に用いる試みは 
1976年に Kaltenbachらが最初に行った。 Ca搭試薬として Verapamilが用いら
れた。数年後に米国の NIHのグ、ノレー プの EpsteinもJjIJ留に詞様の治療を開始し
た。本書の編者の 2入がその中心的役割を果しているわけで， 本書にほ， 西独，
米国， スイスおよび英国からの患大型心第症に対する新しい治療の成績が集めら
れている。編者らが言うように， 肥大聖心筋症に対する薪しい治療を冨際的に概
観したのは本書が最初で、ある。内容法 Ca搭抗薬， 主として Verapamilによる
新しい治療の成議で， 幾つかの仮定に基づいて， 上記諸国で実施された治療成績
である。幾つかの仮定とは， (1)大量の Verapamilは，重大な説作用なしに，長
期需にわた予使用が可能である， (2)心筋症そのもの， あるいは出環して来る蕗
床症状は， Caイオンの過負荷， あるいはJ[二舘内 Ca利用率の増却によるもので
ある， (3) Verapamilの陰d性変力作男は，臨床上重要性はない，などである。内
容をごく簡単に述べると， 多施設で実施された成績で， 肥大型，む筋症に対する 
Verapamilの効果である。すなわち，急性使用では経口，静注，冠動摂内注入前・
後の血行動態， および心筋収結力の比較， 長期使用時の臨床効果および肥大心筋
に及ぼす効果， Verapamilと Propranolol長期使用時の比較，心室中露心筋場開
あるいは心第切除術後の長期成績と Verapamil治療との比較等である。
肥大聖心第症は原因不明の疾患であり， Ca括拡薬によるアプローチも上記の仮
定に基づくもので， 結議を出すのには多数の症例と年月を必要とするであろう。
その意味では，本書法世界の摂られた症例での話題提供である。(小)I[道一)
〈千葉産学， 59，92，1983) 
